
-,一t-081〃 rI9129 1聯S 11632 1(桝 S Oチ129 08569

-,...･LJh5ム5 09519 1tl7LJS II之50 1tI7(岱 0,9519 0.8867

Sttld】esAboutBum CutJiJasling

Analysisof theTheoryofElastlCIIylnBurn CutBlastlng

By N Yamaga.In°T.AsanO

'.けdul.rbu畑 ｡f5(,t淵 ｡eA,th‥ ｡d一泊1日 .u.L｡ .he ex,-｡､･｡n.'LhcchazTEeとr

bb II.芹tXPloll､eHntllCmtlN)tH .IJill(nCllt13lJLSllt)ど.lnstm TI如 dlCdAStheh叩

d rnetllJ.}nLLlpTUblt;rTLOt一hethetllLOryOlehStClt);ltt一heJTd !lLgOtthecbAEgebolebe

rl,一hAtOfthe 叩ヽ.dhotelbe rtJLZlLhhe dlStanCebeLv m tlteSeCentTeJbc1. 81カ Ihe

pTe9mTt･Ohlplo･w n lnthe亡LILholebep,th亡ItAtt･OfdlStTLtMltlO;IOE 一亡nS土te,COnPrト

#LヽeAtldJ'ht▲rlrLg■trt=1淵 n亡.lrarO･JtIdtheTOーdhole也 tXct)calcuhttd. ThLd.PrlTト

ctpallLreS､b JLt:lILtlt･ rnLIXnu血 Sl】enrltlg StrbSAre如 叫･bln点gヽ BnrLt19..113d the

tllr(ヾtO501thelrprln亡P.llbtrU▲qtrALtEd｡TILig 10 ll)一hocflgures,LhclE)lLltLIpoiLtlOコ

Ltllld,,LrEbutonofrTlPtur'_JLrOundtheyt'Lttk)IeW llEuilrzLld
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銅棒の変形による流動の推測

(q川126fit-1lJj20flE;<Jt)

lll 本 弘 治
(東I.亡火で芦工学柿火野-̂'由利

t■ ■

iV粥の弘Jt,ナTLJJち碓発出:系外にJJえら鼓せ勿Jjtは,媒材竹城相の邪.Rによもである)と7犯し.モ

の詑角状比t如称の文11で惟nlt妖71た｡柑射 事の郎 S,外r並にそのIR界町では.伽Hilの変形が井しく

柑 2ナも｡それZl4'碓1嘘柏のJt効が感と火にするからであろうとQl帯SLl.も｡糸叶に九はナ砿書勿卿 壬

tiM的lミほ促55仲と外PF上0叫坪.止はそLt･より少しく外叫で,はげしいことtZ8ホ7:.ここlltK究1成

細々LL中が巾や政とFTtって†･速は牲tDLわナ ところでみろ-)｡

- 持 ! 芝禁 :i.冨 三設 て芸㌫ vT,tTl.:霊

性邪の托J2という息念のれ脚 燕は,恐らくは C Z3･LT:ユ'I-Eユt)の炎式な姓71たしたが.筏にエネ,4･f

E lllC71t'lLtの rLIemly(Pf誰 に放-I_るのCもJ-} 丑カ:｢火頚の力｣にLWlする として BイユDに軟め) -J
～｡その技I.:Rt･Il氏は旺牡J.I/糾立炎in;当IJの村政 た.-}JI; JougllCt放fl爪JJ学的水力学的は榊

(J5托) 生す乃丑坤 Ll▲三社l年,Hl三珠喝1.成jlDfL隻脚斤,T)はty巡,ユJ二世qIJtl爪.V4は斗稚JIJRはの化

れ SLltt発十也与IJ)'Jl .T●Jt単発性一半,IJ=甘発五郎 IDLti,泣It.I,1=ttjZ;のエt･L+I-,∫I=ヰ止ぷ埠
拓 也かけI?～,/I=｢大玉J}JJJ,JHまtr4 沈■廿も そして と,K,･ltEill比何方かでもも｡もり二村l書つたこ

とICIZももが.a全｡
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Ll】'/LL 暢 繋 吐 哩 の ･一考 >.{ t53

にてEZIL七は省のは枇 a:1･-I)Alr巾をEgき.Tt Be-

cker攻の雌鵬 においてもかzE山D=とLi-I)ユU
とが応力されていろ｡このように何れも7王度のヨ三脚

として爆迎肘がそのままで,域はEI頻釘として又はCt

I雌 虫との相席切として含まれていろ.かかる抑矧王

周知であって,平めてここに建べたことがあやしまれ

るでもろiI｡

さて蛙茄俵過の測定方法には確■の槻 ;あるが,

そLLは打の掛 の)V;行逆井そのものととっえろもの

ではflい｡OIえは阿掛 iElのJS雌 上に射られた彰花

は,促Li-塔そのtまの光捗ではなくしIL:,ほ発が選ん

でいくらか枝に起る敗 の杉と想われる｡そして発光

にひきつつい御 伽 はうちように上ろtヱお ;
おころ上J)であろ｡ ･tLeu eptLg代のtW 浸{･は実包

に透した2,6のI机 戯 tiの切鵬 '._'潜るのであ

るが.この投は腿反姑の准持上り乱れてuAの噴出違

和する府に切られるのではrZかろうれ 軍に藍を鼓せ

ば,は男のば講が外界に羅ナろノ)学的作目の軒一に申

から発していろ｡左力の矢印 はフイJL･Jの移動方r''･】を

戻し.その巡歴からAとCとの件_l瑞の柁r;糊 閑は枯

022msと荒まれた｡I)の噂LLLlに削与で光耕の迎腔も

東められる績であるが▲地 相はそれほど鮮4JJでなか

った｡I;中部の旭が火きいQ)はJ)がflRrj:つでくろかb

であろ｡

弥 二的まろものではなかろ与か｡允く超絶しても･頒 2 提対 人拭
けCQl一旗R,t=iEh牧か捗動圧L広の犯行に叶T-ろ光X攻は切放q)巡れ時ri印三一短で よ･r爪竹i:._Ill.■_iEII.LJJirん 1U.i;抑 顎墓に用い

たと田i:好況を 150g採L),Jlh勝にまとめ.そのFt,部L二期2に,7=すようにA.B及びCあろうから.lZal班もまた McucgA,lg技も堤延

y･gtrk虻としての85他をIL

5つけろものではない｡ただ狂圧の押田には

煤油もさろことながらCt仙境淡をRrに閤ikすべきではなかろ与か｡そしてこのtq… 過と

l只誌迎腔- の既出をもつと姥 玖的に確めたいと考えるのであ

る｡ rl ヨ EヨLfr皆

の発光か?,脚 の光光までの現れふtllrt-elL'Lltry代や IlTA l'arJSOt氏の艶文にあ

ITlr)れたil瓜ItにもPJちかなようLこ.甘脚 の増発

と牒磐の促発とのInの光の淡い部分がはつきE)あらbれてい

る｡佃野のむ伽はrLELちに棚%の煉圧LC.を折宛Lてい

ろ鷺であろが,そこが覗く5e光するまでにほいくらか

の時MlJ言くれがある｡この軌 ･発光ははfEg=-

成物の託動のiEr帆におころらしい｡すなわち,LR反L

Liのむ牧野時のFhlトー塩めて脚 帥Ileはもろが- .爆

鮎 三成鰍 tfi初に機先のあったとほほ印一朝 Uを占めて蛮く兼を放

っていろ｡なおN入維助LD東光は撤茄休の外壁至近布では明和な妙を

示さTEい.か.tうなこと(+_知られているが,これらのr与

糊的代休は どんな髄 で･あろう-̂･4-+I/-ケン6U

,タルクItl.′リースjOQTJ況封1からfJ:ろ可RM;罪俳 10Lrを稚いJLタ-/イン約 二包み.6

号懲銭m†㌢■(I/rく越し,このtnの礎光を岨

長竿院で敗捗した｡このnを別 lに

′1:す｡団におい-CAはfT;管爆発V)払 Cは煉繋発光LD他{

･あってllの鰍 王感光がうすい｡那也のql1-への九拝L)はC部の上地 こ皇妃の灰 ' 一一

JJ'rl1円 2の3LRの鍋角桟を,収めろ｡榔罪のJt7Rは約 1375
(I,抑 柾は-一辺 lUzT).T.の9.LJJ柵 でもろから,材質輔

の巨は約 64cm⊃となろ｡同のよiに六号稚気切符 Zを扮

L.紗11三上で爆碓させた純に砂を酔って叙托むさがし出す

｡その狂形はL513に売 T'ところである｡そのA.Fi及び C

ltB12のそILらに.4'llGL,0の和は凶Zで見

ら11ろ剛である｡図3の ĵlぴJnこおいではiR桂の6つの肘が撤発の作川を受けろAIFrは,4からh.
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柾 は{l同に主な棚 を受け.柑 畳のiblのIJJr(,)に Lは

られていろ｡L5日 の上うにa:形はかなり架しいが,那

丑のbE少は きbめて少い (1.2!3)｡然し周2には示
さなかったが.煤楚様の外においた親fIJull多分内分

五矧 _たであろ■i,5mm日の拝で砂中から拾いIlけ

ことができなかった｡
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∵̀ーてI.i-十 LL;≡:''二
････._.こ
17置 邑言
_虻｢'''国書
野 匡辺 厨i-り■1
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3･煙男f+と外非との姐鍬における池

上述のか蛙のような小Bのものは技にさがL的十の

に手放がかか るので1.Rいifl帥(箆9TrLm)を使うこ

とにした｡

.岩 三二弱

側 茄は肋鳩 のものと

rrJじ.その 150gを読30mm

のHtE形3;也とナろ｡【虫4に

て T=がその脚 tlであろ｡絹

推Rに目盛を刻み,一端Sczl,

を広也のⅦ銭m野Zをつけた

比対州に押入する｡殺い細粒

の旭婚7-8柚LFlに鎖し込んでお

けばよもや姐火はすま い｡そ

しては確非の坤では触発技の

排矧こ馳 ;かかちかちと山

の谷 cy!致した.ところir二様

朔枚iFl掛t地中にさ言ったま

は少しおしつぶSLLでつばがはIJri仙 ,上から4(:m辺
までは外見｣_詳しい旺よね;ないが,ヰUrnから5cm E〕

盛までのmb'JIIきしごカーlL 5t,m と6cm との何が強
く圧しつぶさLLている｡そしてJ亡m H蛙かr)llの部
分に11紺 紺 Ⅰがあらわれていな い ｡このy!奴では榊

紛;lLく頚包紙の牌さも錦捗の旺形に大いに彰菅する

上うでもろ.それで拝顔なgg最輸架は挽渦に3ること

とし.ここにはは発法敵Dn･川は爆発経と外外との盛

非部Lこはげしいこと1三L+な托めておく｡

Rヽ,I;i:三･･.ち
次に団5のような棚 を拭}>た.男前Cの小に捷繋

I.I,をこめ,罪E3に的表して銘捗 R'を対人し.文男杓

の外仲に萎してiA梓 RJS･おlき.6号電旬間℡Zで.Ill

埋した｡そして稿称の 秘 iJiddに示す とおりであ

る｡

R. R;
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O
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ま獲っていたが.
牒輩に挿入回るL=おいてEl亜0は茄也の可搬に.
17は

した部分はちぎれとび
,
正のほほ鮭媒面にZjる｡野
路に的推したqiRLは右

方のEgl中とて捜す仲もな い｡救Jqこの失敗をくり

返したが,gI椎が埋1'きちのIL'とqづき.そのZu'.J6Z

OoCで 2時和挫きfJ:まして伏 1こ

とにした｡図4の右に力汁 の.1ぱ溢血に細入した頼

払がは光雄劫を受けて変形した外蛸でもろ (このもの

は左方の団のZLだ大に机 ･てもろ)｡-止してhかろ上iに上焔 に示すようLこ,耀光のある巾から強い匠相

を受けて稲円状におしひしがれ,ために男nに壬卓する

何両に焚け日を先t;ていろ｡団のJ-に与えた欠恥

土煉脚 の刀IL1であって.㊥lt鉄の粥竹からその仲川を

受けたことを示す｡そしてdti粥けn,l･(土引ナL]の上丘

が:書lLていろところ,亡は炎皮に 引ナrlがあらわれ



またJICは蛸馬の必矧 こて舵方r･.)だけでな くAL方向

L=もしはられた6Iが見られろ｡この雌 から卿 R̀

は短)7のような仲川と受けたものやあろう｡瀧 のよ

うな肋 によl)欠 lの上うな泌 Lが山楽ろが,そのた

めに欠2の淡八が生じ,MはくぼみA及び kが装lJ

山し.そしてA及びAで矧ナFfができろ｡

- _ / く -

繋bL外に兵した R+の樹 三色6の左9)jJ'に京すよ

うに,戊ZFlこ加したもたりはgAくおしつ.i:さiLた｡⑳
印L三溝暮bここちらから脚 に盃正に怨んだことを苦味

する.feサ･は.はじめの淡良がはっきりと捜された

部分{･ある｡TJ.･お R●をZE也に凍せLや･rに10m の

順 セおいて並行させた申分には.そのおしつ｣:され

かたLi閲6の R*ほどZEtiしくはなしが.交伽 に無

軟のl帆 t)の判しきrが沌わられた｡花iL桃 子の突

入によって的の焚LAIがl卜でつついたよiに且かされた

上～に見受けられろ｡

皿 考 頼 知 見

伽 ;旺抵すろ｡その中mの煙邪推と外郭との嫌界では

煤見生成物の持つL畑 のItルfが肋 のェ寸Jl,ゼに

急変する｡ここに不並流性.す1=わち鰍 を伴,珂
勤 ;生する｡そして捗発生成物と替'Aとの況令が起り

淵恥こ乱jtができろ｡

2 爆発の雌発がこLLに薮ナろ抽†小二及1三ナ11.'lElは.

爆発生成物の謙勤に花油し,ぼ野帳の内布と外部とで

昇るのは当俗であろi｡煤繋附勺市では脱 三成棟の

もつ大きなは既の羊ネJL･¶こよって弘＼L庄恥 TJi:り,

たとえば挿入しておいたgI抑こ米しいF<化が撤 Lろ｡

煤玉経と外界との蛇界では不珊 蛙のq故により,千

こにF山 tブこ執t如1着しい文掛 :fJT-rろ.これがnE兼

の抜取 7･ttlとLて現れろJiも火さ1=蒋分でもろi｡浄

写l紬 .ら少しくFBかたところにはぼ党生成粗の正射作

ftJが托わらLL.これはそこにもろ他紙に鰍 的くさび

捗の劫Rを放すようである｡為に小さなgIttなどには

轍 をもたらす｡

*'JuB珍事■玖q打19申切事荊正大■士十小姑rF央

元大蛙D京*IC上るものでも8｡fたif文tの一方は

昭825LfF一成jt奇石捌 ■軒先tに仲いだ●ここにむ

して77先4兼Iこ文付与tlのRLtrこゴ卸すZ-.
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5) Zelt先hrSS8,67,1913
4) 同上祉 11,139,1916
5) .WL･Lu･LquC tleSで叩lollrl,l､nEll(ユ917).I369

6; Zcltscllrじkktroch 23,40,1917

このy:牧はuTnW J-であるから.絵!抑JのLB炎は 7) CoznbLtStloIICt(letozMtlolHlcddl血 tLtllLIC

枚に放るがおおむね次のことが磯耕引 t.た｡ explo9JVe9.1933

1脚 l納 Cの即 E3r;JR肋の地鍬土細胞杓である上 8) ムー4m I,rtLlrrdt)18.500197.1939,

うだ'｡そしては滞†如 ･ら少し肌 Lた鐘r川では煤兇生成 9) A ltIL･JrZchZcltSChr らら3).357,399,1936
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